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県内に24施設 
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脳梗塞入院治療 
カバーエリア(年10例以上) 

運転時間 
人口 

カバー率 
15分以内 79.9 
30分以内 98.0 
60分以内 99.5 
90分以内 99.8 

90分超 100.0 
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平均11.7分 

「医療計画作成支援データブック」に収録 
→平成24 年度保険局DPC 調査に基づくアクセスマップと人口カバー率 

県内に24施設 

アクセシビリティには 
大きな問題はない 
では、 
ボリューム(需給関係)は？ 
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30分圏人口の変化 
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全人口 

15-64歳 15歳未満 

65歳以上 
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DPC調査参加施設(H24) 
奈良医療圏 / 33.6床 / 月55.3例 / ６施設 

1.6倍になる需要への対応は？ 

不足分の流出先は？ 

急性期 / 回復期 / 長期療養期の比率は？ 

県立奈良病院/30分圏の人口は62.1万人 
奈良２次医療圏の人口は37万人 
 →２次医療圏の必要数：約0.6倍/270床？ 
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「医療計画作成支援データブック」に収録 
→平成24 年度保険局DPC 調査に基づくアクセスマップと人口カバー率 



kishikaw@ncc.go.jp/20140822/７桁郵便番号を使用した診療圏分析 

救急車搬送入院の分担エリア 
奈良県(北部) 
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30分診療圏の範囲で、 
症例数 ÷ 運転時間2 の値が 
最も大きい施設を選んで 
「分担エリア」とした地図 

 ← ハフ(Huff)モデル 

「医療計画作成支援データブック」に収録 
→ハフモデル分析による救急車搬送入院の分担エリア地図 

くも膜下出血/年10例以上 
の施設 
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ハ
フ
モ
デ
ル
の
考
え
方 
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自院のデータ 

地域 
(診療圏・医療圏) 

公的なデータ 

地域における需要 

地域内の
人口 患者(傷病) 

地域内の
医療機関 

人材/機材 

地域における医療供給 

診療行為Ａ 

診療行為Ｂ 

診療行為Ａ 

不足分 
→患者流出 

診療行為Ｂ 余剰分 
→患者流入 

Ｂ 

Ａ 

診療の実施 
他の地域の 

医療機関 

他の地域の 
人口 

国勢調査 患者調査 / 医療施設調査 / 社会医療診療報酬行為別調査 

保険局DPC調査(公開データ) 

地域医療分析のフレームワーク 

様式１(７桁郵便番号)  
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E/Fファィル 



DPC調査の変遷 
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年度 主なイベント 診療情報 プロセス 
データ 

包括請求 
の額 施設調査 保険外と

の併用 

H14 2002 初回のデータ収集 様式１ 様式２ 様式３ 様式４ 

H15 2003 RDDSの導入 ＋ 
必須レセ電算コード ↑ 様式２ 

or E/F 
様式５ 

or G ↑ ↑ 

H16 2004 必須レセ電算コードの追加 ↑ E/F ↑ ↑ ↑ 

H17 2005 レセプト電算コード対応テー
ブルの追加 ↑ E/F＋I ↑ 様式３ 

＋様式６ ↑ 

H18 2006 レセ電算コードへの対応を 
必須化 ↑ E/F D 様式３に 

統合 ↑ 

H19 2007 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

H20 2008 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

H21 2009 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 
H22 2010 患者住所地の郵便番号の追加 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

H23 2011 入院E/Fファイルの統合化 ↑ E/F統合
ファイル ↑ ↑ ↑ 

H24 2012 外来データの収集 
出来高病院からのデータ収集 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

H25 2013 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

H26 2014 様式１の縦持ち化 形式変更 ↑ ↑ ↑ 様式１に
統合 

H18/2006～研究班 
外来データ収集開始 



“患者住所地の(７桁)郵便番号”の活用 
▶ 病院ごとの分析＝自院の”集客力”がわかる 

■ ７桁郵便番号 → 病院までの距離・通院時間に読み替える 
→ どれくらい遠くから、患者さんが来院されるのか？ 
▶ 地域に密着した病院 
▶ 高度な機能などにより、広い地域からの患者を受け入れている病院 

▶ 地域ごとの分析＝住民が頼りにしている病院がわかる 
■ ７桁郵便番号  → 市区町村に読み替える 

→ 地域の患者さんは、どの病院で治療を受けているのか 
▶ (診療報酬以外に)地方自治体として支援すべき病院 

 ↓ 
▶ DPC分類ごとに、病院の価値が明らかになる 
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GISを使用しなくても、分析は可能 
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▶ 郵便番号には、地域コードがひもづけられている 
▶ 日本郵便：市区町村コード(５桁) 

■ http://www.post.japanpost.jp/zipcode/download.html 
▶ Trivia: 全国には、郵便番号→約12万、市区町村→1,741 

■ 市区町村単位での来院圏の分析として使用可能 
▶ Trivia: 非常にまれな事例として… 

■ 郵便物の集配で使用しているため、郵便番号が 
複数の市区町村界(都道府県界)にまたがっている場合がある 
→「人口の多い方の市区町村に算入」などのルールが必要 

 ↓ 
■ データベース や 統計ソフト で集計 

▶ 患者住所地の市区町村別、 DPC別(６桁/14桁) の 
症例数/月、病床数/月、平均入院日数… 

■ 後から、地図上にプロットして可視化できる 
→21日の岩淵先生のセミナー「QlikViewの地図分析演習」 

http://www.post.japanpost.jp/zipcode/download.html


７桁郵便番号の取扱いには注意！ 
人口が少なく、地域も限定されている 

郵便番号の処理 

kishikaw@ncc.go.jp/20140822/７桁郵便番号を使用した診療圏分析 14 

様式１の郵便番号 

不明：0000000 
を除く 

７桁郵便番号に基づく 
位置情報・運転時間 

市区町村に基づく 
位置情報・運転時間 

市区町村→２次医療圏 
の対応表 

７桁郵便番号 
単位の分析 

市区町村 
単位の分析 

２次医療圏 
単位の分析 

院内で使用する資料としては、 
市区町村単位での集計を推奨 
郵便番号は地図にしないと理解が困難 
市区町村合併等により、非常に広域と 
なっている場合には郵便番号の先頭５桁 

98.9%の患者はそのまま分析が可能：〒11万件 / 635万人 
ただし、 
 廃止済みの郵便番号と思われるもの：〒１万件 / ３万人 
 999xxxxなど、５桁精度(xxxxx00)での入力例：５万人 
もあり、データの品質には注意が必要(H22データ) 



平成25年度報告書 
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郵便番号 と 30分圏人口 



kishikaw@ncc.go.jp/20140822/７桁郵便番号を使用した診療圏分析 18 

郵便番号 と 運転時間 
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傷病別の運転時間 

広域からの受診がある 

近隣からの患者が 
大半を占める 



自院のデータを利用して 
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▶ 郵便番号別・傷病別の症例数 
■ どの地域から来院？ 

▶ 傷病・診療科による違い 
▶ 地域連携先の絞り込み 

診療所/病院、療養/介護施設、訪問看護ステーション、自治体… 
← 都道府県の医療機関情報 

■ 来院患者のない地域？ 
▶ 近隣施設の 運転時間圏 との重なり 

← H25報告書の運転時間データベース 
▶ 近隣施設の 診療機能  との重なり 

← 保険局の公開データ、地域病院ポートフォリオ 

▶ より高度な分析 
▶ 性・年齢階級別人口の変化と需要予測 ← 昨年のサマーセミナー 
▶ 地域内の複数の医療機関のデータを統合した分析 → 次ページ 
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症例数 と 運転時間 
複数の施設を表示 
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郵便番号と施設 
色別に塗り分け 



診療圏(様式１)分析用のツール 
代表的なもの 
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▶ Access 
■ 22日午後：様式１演習(2)/村松先生 

（21日の様式１演習(1)では縦持ち様式１の変換について解説） 

▶ QlikView 
■ 21日午後：QlikViewの地図分析演習/岩淵先生 

▶ Tableau 
■ 22日午後：BIツールTableau入門/石川 

▶ その他のGISソフトウェア 
■ QGIS ：昨年のサマーセミナーで古川先生/堀口先生が解説 
■ 商用 ：単体のGISソフトウェア、GISパッケージ 

この資料の多くの図表はTableauで 
作成しています。 
(スライド４と８以外のもの) 



報告書の添付データでは 
問題となる事例について 
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▶ 郵便番号がマッチしない 
■ 古い(新しい)郵便番号 

→対応表を作成して読み替え 

▶ 90分を超える地域からの来院についても図示したい 
■ 対応を検討中：すべての郵便番号の一覧の提供 

▶ 他の施設のcsvファイルから郵便番号の座標をコピー 

▶ 市区町村/２次医療圏別の集計がしたい 
■ 対応を検討中：すべての郵便番号の一覧にフィールドを追加 

▶ 岩淵先生の地図演習データにあるpost.txtを利用(市区町村) 
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